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地球の両極にはそれぞれ大きな氷床がひとつず

つある。グリーンランド氷床と南極氷床である。

このうち南極氷床はそのほとんどが,冬季に日射

量が極端に少ない南極圏 (南緯66度 33分以南)に位置

している。あまり知られていないようだが,こ の

南極氷床は 2つ に分かれている(図 )。 標高 3000

mを ゆうに超える山々が連なる南極横断山脈が

氷床を三分しているのだ。南極大陸のうち東経側 ,

つまリインド洋側の南極点を含む部分が東 南極

氷 床 と呼ばれ,太平洋東部一大西洋側が西南極

氷 床 と呼ばれている。西南極氷床は,東南極氷

床に比べ 10分の 1程度の体積 しかないが,以下

に述べるように特殊な場にあるため,かねてから

気候研究者の間で注目されてきた。

西南極氷床がどっかりと腰を据える大地が現在

の海面よりもかなり低い位置にあることは,国際

地球観測年だった 1957～ 1958年 における調査で

初めて明らかにされた′。西南極氷床が乗る大地

は,場所によっては水深 2000m以深にもなる。
つまり,こ の氷床は海の中にどっぷりと浸かった

状態にある。さらに不思議なことに,も しこの氷

床が全て溶けてアイソスタシー (地殻がマントルの上

に浮かび,つ り合いが保たれること)に よって隆起 しても,

その多くが海面下にある。見方を変えると,西南

極氷床とは海の中に形成された氷床なのだ。この

西南極氷床が地球温暖化によって融解するかもし

れないと指摘した論文が発表されたのは,それか

らちょうど20年後の 1978年 のことである2。 そ

の背景には, この頃から騒がれ始めた地球温暖化

がある。それ以来,西南極氷床は,比較的低緯度

に位置するグリーンランド氷床とともに,将来海

面を急上昇させる可能性をもつ「危険な氷床」と

して認知されるようになった。

大陸上に発達するグリーンランド氷床に比べ ,

図一南極の地図

西南極氷床は主に西経側に存在 し,南極氷床の約 10分の 1の
体積を占める。

海に浸かった西南極氷床の動態は不明な点が多い。

観測が難しいだけでなく,氷床のモデル・シミュ

レーションにおいても,棚氷と呼ばれる着底して

いない氷の取 り扱いが難しいという
3。 西南極氷

床に隣接するロス海とウエッデル海において,庇

のように沖に向かって数千 kmも伸びた棚氷が,

問題を複雑にしているのである。海水温が大きく

上昇すればそれが融けるのは明らかだが,結氷点

に近い水温下では海面変動が重要な役割を果たす

という見方もある。しかしながら, こういう仮説

の検証はなかなか一筋縄ではいかない。そのよう

なわけで,最終氷期以降に起きた loo mあ まり

に及ぶ海面上昇が西南極氷床にどのように影響し

てきたのかを知り,そこからヒントを得ようとい

う研究戦略が注目されてきた。

とはいえ,現在も氷床が大陸のほぼ全面を覆う

南極では,そ ういった研究も簡単ではない。研究

者たちは知恵を絞り, さまざまな手法を用いて総

合的にこの問題にアプローチしてきた。たとえば,

ドライバレー(氷床末端の沿岸部に散在する地肌が露出した

地域)に見られるモレーン,つ まり氷床の末端に形

成される「ゴミだめ」の年代測定から過去の氷床

の末端の位置を復元したり,隆起海浜の年代測定

とアイソスタシーのモデル計算をもとに氷床荷重
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の時代変遷を推定したり, さらにはベンギンの営

巣地 (ベ ンギン・ルッカリー)化石の分布と年代測定か

ら海氷分布を復元するなどといった地道な作業で

ある。こういった個々の事例研究の成果から,西

南極氷床が完新世 (過去l万年)に大きく融解したこ

とが強く示唆されてきた4。

そんな陸上の地質記録がある一方で,氷床縁辺
部の海底に溜まっている堆積物の解析結果は,全

く異なる結論を導いてきた。西南極氷床は北半球

にかつて存在したローレンタイド氷床や北ヨーロ

ッパ氷床とほぼ同時期,つ まり 1万 5000年前ご

ろを中心に融解 したというのである5。 これは,

上述の海面変動が西南極氷床のサイズをコントロ

ールする主要因であるとする考えと調和的である。

しかし,そ こには重大な落とし穴が潜んでいた。

最終氷期以降の海底堆積物の年代決定はふつう,

その中に含まれる貝や有孔虫の炭酸カルシウム殻

化石の放射性炭素年代測定によって行われる。し

かし南極縁辺の海には,貝や有孔虫がほとんど生

息していないため, この方法は使えない。そこで

苦肉の策として,堆積物中に含まれる有機物の放

射性炭素年代が堆積物の年代決定に用いられてき

た。ところがそのようにして決められた年代が,

実際よりもかなり古いことが明らかになってきた

のである°。氷床の底で削ホJさ れる古生代や中生

代の岩片中の有機物が,堆積物中に無視できない

くらい多量に混じっているからだ。こういった

(放射性炭素を含まない)古い有機物が,海洋中で形成
された有機物と混じって堆積物を形成し,その混

入分だけ年代を古くしているのである。

最近になって,堆積物中に含まれている脂肪酸

の放射性炭素年代によって堆積物の形成年代をよ

り正確に見積もる方法が開発されたち 脂肪酸は,

海洋中で形成される有機物には比較的多量に含ま

れている一方,南極大陸で削剥される古い岩片に

はほとんど含まれていないから,基本的に堆積物
の形成年代を反映するのである。この新しい堆積

物年代測定法をロス海の堆積物に入念に適用した

結果は,少なくとも完新世後半の過去 5000年間

に氷縁が大きく後退していたことを明らかにし

プヒ∂。

ようやく,陸域と海域での研究結果が一致し始
めた。西南極氷床は主に完新世に融解し,そのサ

イズを大きく減じたようである。つまり西南極氷

床は,北半球にかつて存在した巨大氷床に比べ ,

数千年から 1万年もの時間差をもって融解 して

きたことになる。このことは,西南極氷床の大き

さが,北半球の氷床とは全く異なるプロセスでコ

ントロールされていることを示唆している。

現時点では,最終氷期以降の融解量の見積もり

はない。しかし過去 5000年間を見る限り,海面
はおよそ 2mほ ど上昇しており9,こ れが全て西
南極氷床の融解に起因するならば,西南極氷床の

体積はこの間に 4割ほど減少 したことになる。

西南極氷床の融解は現在も続いている可能性があ

り,今後ますますこの氷床から目が離せなくなり

そうだ。
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